
 

史跡石見銀山遺跡 

渡辺家
わたなべけ

住宅 

 主屋は、文化８年（1811）の建築で、銀山附地役人坂本氏の居宅でした。由緒書等によると初代

の坂本清左衛門は慶長９年（1604）、初代銀山奉行大久保石見守の時に召し抱えられ、以後、運上役

や勘定役などを勤めました。明治時代終わり頃、坂本氏から渡辺氏の所有となった後も武家の住ま

いの建築様式を維持しながら住宅として利用されました。銀山柵内に唯一残る武家屋敷として貴重

な建物です。 

所在地 大田市大森町ニ 4番地 3 
公開日 土日祝日（3月～11月） 

    ※夏休等は公開日を追加（要確認） 

時 間 10：00～16：00 
料 金 無料 

連絡先 石見銀山ガイドの会 0854-89-0120 

大田市教育委員会教育部石見銀山課 
大田市は、ユネスコの「平和と人権尊重」の精神に基づき、世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観」の保全と活用を進めています。 
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